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松浦川をくぐる馬ノ頭（石谷哲寛）
「馬ノ頭井堰」，と記した案内板が遠くに見えるが，これはちょっとした推理クイズ，頭の体操になる光景を表した写真である。水利施設
の仕組みや，それを裏づける技術に対して推測をする体操である。
この施設は江戸初期につくられたものとか。佐賀県北西部を流れる松浦川の上流，桃の川地区にある＜サイホン＞である。松浦川の水
を高い位置にある桃の川地区に，サイホンの原理を使って導水する。井堰を松浦川の上流部につくりそこから水を取り入れて松浦川の底
をサイホンで交差させる仕掛けだ。川底を樋のパイプでくぐり抜けて対岸に噴出する構造のこの施設によって広い田を豊かにすることに↗
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↘なった。サイホンは大小二つあって，灌漑面積が異なる二つの集落へと流れている。サイホンは昭和に入ってコンクリート製の導管に
変わったが，私はこの話と写真を見比べてその仕組みに納得するまで結構な時間を要した。どのようにしてこの工事を成し遂げたのか，
それも当分分かるまい。
それにしてもこの見過ごしてしまいそうな農村の水たまり場の光景を，何一つ誇らしげにするでもなく自慢げにするでもなく，さらに
説明過剰になるのでもなく，分からなければそれはそれでいいのだからという感じで淡々と他に溶け込んである光景として指し示してく
れるこの写真の率直さが魅力的だ。 （講評 東京造形大学名誉教授 柳本尚規)
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